
⾰新的研究開発推進プログラム（ImPACT）の
プログラム・マネージャー（PM）新規公募について

資料３-１

１．公募の趣旨
第５期科学技術基本計画の検討を踏まえ、ImPACTをさらに発展させるため、
①将来変化を⼤胆に先取りし、今後のイノベーションの潮流になると⾒込まれるもの
②国家存⽴の基盤にかかわるような国家的重要課題に対応するもの
を重視し、果敢に挑戦する若⼲名の優れたPMを新たに採択する。

２．審査経過
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概要レビュー
・制度趣旨との整合性
技術レビュー
・構想の適切性
⼀次⾯接 (7/13・14)
・構想、⼈物、ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
⼆次⾯接 (7/28)
・PM適性の最終確認
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研究開発
プログラムの
作り込み

・研究開発構想の深化
・研究開発機関の選定
・全体・年次計画作成
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ImPACTプログラム・マネージャー採用案
候補者氏名（主な経歴） 提案する研究開発プログラム構想の名称

白坂成功 （しらさか せいこう）
・三菱電機株式会社勤務
・EADS Astrium社(現Airbus社)交換エンジニア
・現：慶應義塾大学准教授

「オンデマンド即時観測を可能にす
る小型合成開口レーダ衛星システ
ムによる安心の実現」

野地博行 （のじ ひろゆき）
・JST PRESTO研究員
・東京大学助教授
・大阪大学教授
・現：東京大学教授

「豊かで安全な社会と新しいバイオ
ものづくりを実現する人工細胞リア
クタ」

原田香奈子 （はらだ かなこ）
・株式会社日立製作所勤務
・(財)医療機器センター流動研究員
・聖アンナ大学院大学(イタリア)博士研究員
・現：東京大学特任講師

「バイオニックヒューマノイドが拓く
新産業革命」

原田博司 （はらだ ひろし）
・郵政省通信総合研究所勤務
・デルフト工科大学(オランダ)研究員
・情報通信研究機構研究室長
・現：京都大学教授

「超ビッグデータプラットフォームに
よる社会リスク撤廃のための革新
的イノベーション」
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